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常磐~房総海域に来遊するマイワシの

資源量増加期における年齢別漁獲尾数
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日本周辺海域』こおけるマイワシSardIl10psm品川ostictus

の資源量の大規模な増減は， ilTl時代にさかのぼって

認めることができる九今世紀仁入ってからも漁獲量

変動で見る限り， 1920年代後半~l940年代前半と 1970

年代前半~1990年代前半の 2 !.iの資源畳高水準期が存

在した(図 1) 0 1970年代に始まった長近の高水準期

では全凶総漁獲量は1988年のピ」ク時に，149万トンを

記録し，日本の漁業生産量の3分の lを占めるに至っ

たが，そのわずか8年後の1996年lは32万ト;ノに急減

するという激しい変動を示した。この間，膨大な生物

学的データが蓄積されたが，資i!ht変動の解析において
最も基本となる年齢組成解析2)は必す 1も卜分に行わ

れていなし、。千葉県のまき網漁業ヤ定T苦1ぬ!日誌の漁獲

対象であるマイワシ太平洋系群百、のヰ防犯成lついて

は，道東海域における1976-1993年の斗15注目リ来遊資源

尾数1)とf年齢別漁獲尾数日，三陵北部t毎i止におりる1974

-1995年の年齢別漁獲尾数~.7)が者ii討されている。し
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かし，これら以外の海域についての報告は見あたらな

い。そこで， 1970年代に始まる資源量高水準期の中の

増加期に含まれる1976~1983年の常磐から房総i中に至

る海域の年齢、別漁獲尾数を求め，年齢組成の変化や各

年級群の消長から資源増大の実14，を明らかにする。ま
た，道東海域との比較を行い，常磐~房総海域におけ

る特徴を述べる。

資料

漁獲統計資料は，千葉田茨城・福島 3 県の1976~1983 

ipの各主要水揚i巷におけるマイワシ月別水揚量を用い

た。水揚量集計の対象とされた漁港は福島県5港，茨

成県4i巷，千葉県71巷である(1盟2)。

生物証!iJ定資科は， 1976~ 1983年lこす葉・茨城・福島

の3県水産試験場が「沿岸重要資源調査1， 1200海照

水域内漁業資源調査j等において，各県主要港lこ水揚

げされた漁獲物の中から月に 2~5 回の頻度で実施し
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1月1日とした。

この年齢査定の結果から0.5mm幅の体長階級別に年

齢組成を求め，年齢体長相関表Age-lel1gth keyを月

百IJに作成した。

年齢別漁獲尾数は，月別の体長階級別漁獲尾数を

Age -lel1gth keyによって各年齢に振り分けて求めた。

以下に計算の手順を示す。

f月の漁獲物標本iにおける体長階級ヨの漁獲尾数をCijl

とすると，

12 

た魚体調査によって得られた 1 標本につき 50~100 

個体の被鱗体長および体重のiUIJ定データ(合計上340

標本121，2501固体，一部は被鱗体長のみ測定)である。

年齢査定に用いた鱗は，千葉県水産試験場が1976年

10月 ~1983年 12月に月 2~3 回の頻度で 1 標本につき

201同体を目標に，マイワシの体側l中央部付近から 1個

体当たり 10枚前後を採取したものである。採取した鱗

は真水で洗浄し表皮組織等を除去した後 2枚のスラ

イドグラスで挟みプレパラート標本にして年齢査定に

供した。
Yit 

Cijt=--. nijt 
Wit 

Yit : t月の漁獲物標本iの漁獲重量

W臼:1月の漁獲物標本fのiHIJ定総重量

11り'{: t月の漁獲物標本zの体長階級jの測定尾数

ただし，漁獲物標本の測定総重量は標本平均体重に

測定尾数を乗じて求めたo また標本平均体重が不明の

場合は標本平均体長と標本平均肥満度から平均体重を

算出した。さらに肥満度データが得られなかった場合

は近藤ら叫が示した体長(L)と体重(w)の関係式w=

0.01281 L 3に標本平均体長を当てはめて求めた値を用
いた。

これによりt月の体長階kfJ.jの漁獲尾数Cjl?r:， 
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LI: 1月の千葉 茨城・福島の3県主要港に

おけるマイワシ水揚量

m 田市の漁獲物標本数

および千葉県のマイワシ主要水揚港

140宅

福島，茨城，図2

として求めた。

ここで， Age -lel1gth keyによって与えられるf月の体

長階秋jにおける年齢kの割合をPjklとすると 1月の年

齢kの漁獲尾数Cklは，

Ckl = ヱ(Cjl. Pjkl) 
j==l 

となる。

しかし，全ての月の各体長階級で十分な年齢査定デー

タが得られたわけではない。 f月のデータのみで作成

したAge-lel1gth keyで、は各年齢への振り分けが凶難な

場合は前後1ヵ月，つまり(-1月と1+1月を合わせた

1 :体長階級数

まず1976~1983年における当海域のマイワシ資源の

動向と米遊の季節的なパターンを把握するために， 3 

県主要i巷の水揚量を年別および月別に合計し，その経

年目絞月変化を明らかにした。

年齢査定は，告書のプレパラートを日本光学製万能投

影機で20倍に拡大し，年輪の数を読み取った。その際，

佐藤他8)にならい，隆起線の切断が鋒の被覆部のほぼ

全体にわたることによって形成される明瞭な輸に限っ

て年絵とした。この他に，隆起線のよじれや局部的な

切断によって形成される不完全な輸は，原則として年

輪として認めなかった。ただし各輪径も併せて判断基

準とし，その値によっては明瞭輪でも年輪とせず，ま

た不完全主主でも年斡として採用した。年輪の数による

年齢の決定は，近藤9)の基準に従い，年令の起算日は

法方
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3ヵ月分の年齢、査定データを用いた。

こうして求めた月別の年齢別漁獲尾数を，年ごとに

1 ~12月の期間について合計し，年間の年齢別漁獲尾

数を求めた。ただし1976年は1O~12月の年齢査定デー

タしか得られなかったため，年間の年齢、別漁獲尾数は

1977~ 1983年について求めた。

結果

水揚量の変動

千葉茨城・福島3県の主要港におけるマイワシの

年間水揚量は， 1976~ 1980年ではほとんど変化がなく

38)J ~43万トンの関で安定していた。しかし， 1981年

には103万トンに急増し(前年の2.5倍)，続く 1982，

1983年も80万トン以上を記録し，水揚量の水準は1980

年以前と1981年以降を境に大きく増大した(図3)。

道東~房総海域のまき網による主要港水揚量も1981年

に大きく増加した(前年の1.7倍)が，その大半はこ

の3県の水揚量増加による。しかし，両者の変動傾向

は必ずしもー致せず，常磐海域以南の水揚量が減少し

た年 (1979，1982年)でも三陸海域以北の水揚量の増

加によって，道東~房総海域全体のまき網による水揚

量は増加を続けた。

3県主要港の月別水揚量の変化(凶4)をみると，

盛漁期は 1~ 2月を中心とする冬と 6月を中心とす

る夏(厳密には晩春~夏)に現れていた。年間水揚量

カぎ50万トン以Fドであった1980年以前では，盛治朗lま1977，

1978年に冬， 1979年に冬と夏，そして1980年に夏と年

末にあり，年により出現パターンが異なった。これに

対し水揚量が急増した1981年以降は， 3年間とも感漁

期は一貫して冬と夏の両方に現れた。月別水揚量は最

も多い月で冬に15万トン，夏に10万トンに達し， 1980 

300 
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50 

0 

年以前に比べ，盛i担期が明瞭に現れるようになった。

冬の盛漁期は前年の12月から始まるようになり I~

2 月と 12月の 3 ヵ月の水揚量は年間水揚量の43~53%

を市め，量的には冬主体の漁期構成となった。

体長組成の経年変化および季節変化

得られた月別体長階級別漁獲尾数から，各年の月別

体長組成を求め，ヒストグラムに表した(図 5)。

1976~79年では， 1 ~ 3 月の感漁期に体長13~17cm

台の小中小'J~ 中羽イワシ傘が主体となり， 5 ~ 8月は

これらが成長した体長15~ 19cm台の中'JJ~ニタリイワ

シが主体となった。 1980年では 1~4 月は体長13~16

cm台の小中羽~中羽イワシが主体だ、ったが， 5 ~ 9月

の盛漁期は体長18~20cm台のニタリ~大羽イワシが主

体となった。 1976~1980年の体長組成のヒストグラム

は，各月ともモード以外の階級にも副次的に蜂がみら

れる多峰型を示した。しかし1981~1983年は大半の月

のヒストグラムが単峰1国を示した。このモードは1981

年1月には11.5cmであったが，モードの位置が年々大

きくなり 1983年の後半には16~17cm台に達した。 1980

年以前は例年 5~8 月に体長10cm前後のヒラゴ，小羽

イワシの加入があり，秋口から年末には小中手jイワシ

に成長して漁獲された。しかし1981~83年には，夏季

以前の小型魚の加入は，体長組成でみるかぎり認めら

hなくなった。

1980年を除いて，各年とも 1月に出現した小中羽~

中羽イワシの体長モードをほぼ周年にわたって追跡で

きた。モードの値は例年 4~7 月に明瞭に増加し，こ

の期間に 1年のうちでもっとも成長することを示した。

3月と 8月のモードを比較すると， 1976~ 1979ifーでは

2 ~ 3 cmの増加がみられたが， 1981 ~ 1983年では 1~

2 cmの増加にとどまった。

千葉県主要浩
田盟国

茨城県主要港
仁二コ
福島県主要港
臣霊童盟

北部太平洋海区まき網
--fヨ一

道東海域・北部太平洋海区まき網計
--11 

1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 

暦年

図3 マイワシの福島 茨城・千葉3県主要港における水揚量と道東~房総海域におけるまき網による漁獲量の
経年変動

本マイワシの各銘柄呼称に対応する体長については平本3) 近藤他川にしたがった。
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図5 1976-1983年に常磐~房総海域で漁獲されたマイワシの月別体長組成
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年令別漁獲尾数の年変動と年令組成の経年および季

節変化

年間の総漁獲尾数は1977~ 1980年までは74~94億尾

の範囲で変動した。水揚量が急増した1981年には，漁

獲尾数も前年の約4倍 (350億尾)に増加し，続く 1982

年， 1983年もそれぞれ220!吉尾が漁獲された(表 1)。

1977~ 1980年と1981~ 1983年について年間総漁獲尾数

の平均値を比較すると， 1981年以降は1980年以前の

3.2倍となり，水揚量の増加l率 (2.3倍)を上回った。

年令別にみると， 1979年以前は1976年級， 1977年級の

資源支度が相対的に高かったものの，続く 1978年級，

1979年級の豊度がf!l;かった。このため， 1980年までは

水揚量の増加がみられなかった。その後，極めて豊度

の高い1980年級の加入により， 1981年の水揚量・漁獲

尾数が急増した。さらに1981年級， 1982年級も1977年

級を若干下回る程度の豊度があったため， 1982， 1983 

年も1981年と同水準の水揚量が続いた。

年令組成の経年変化をみると，いずれの年も 2歳以

下の魚が主体で， 1980年がO歳魚主体だったのを除い

て 1歳または2歳魚が主体だった(表2)03歳以

上の高齢魚の割合は低く，最大でも1983年の20%であっ

た。また1981年以降は夏季以前の新規加入がなくなっ

たため， 0歳魚の割合が低くなった。卓越した豊度を

持つ1977年級と1980年級は， 2 ~ 3年にわたって漁獲

物の主体を占めた。

さらに季節的傾向をみるため，図6に月別年令組成

を示した。多年齢から構成された年 (1977~1980， 1983 

年)は1 1"-4， 5月に 1，2歳魚が高い割合を示し，

6， 7 月以降に O 歳魚が加入した。 3 歳以 l~の高齢魚

の割合は， 5 ~ 9月の問に高くなることが多かった。

卓越年級が加入した1978年と1981年はほぼ通年，それ

ぞれ1977年級と1980年級が漁獲物の主体となった。と

くに1980年級は， 1980年12月から24ヵ月連続して高い

割合で出現し，主体となった。

年齢別漁獲尾数による年級豊度の評価

これまで年級豊度を相対的に評価する指標のひとつ

として，冬・春季に常磐~房総海域に来遊するマイワ

シ「未成魚越冬群J3)の資源量指数(以下「越冬群指

数Jという)が用いられてきた11)。そこで越冬群指数
の集計期間である12~ <1月における 1歳魚(12月の時

点ではO歳魚)の漁獲尾数から各年級の相対的な大小

関係を求め，越冬群指数による評価結果と比較した

(表3)。越冬群指数では漁獲尾数より 1981年級， 1978 

年級の評価が高く， 1976年級， 1982年級の評価が低かっ

た。

越冬苦手指数と 12~ 4月の 1歳魚漁獲尾数はjE相関す
る傾向がみとめられた([ii!7)。拘者が一次回帰の関

係にあると仮定し，漁獲尾数の残差を年級別に求める

表1 常磐~房総海域における 1977~1983年のマイワシ年別年齢別漁獲尾数 (単位:百万尾)

年齢 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 

。 1，118.58 238.96 1，323.87 4，832.21 478.69 323.57 697.79 
I 3.984.74 7，115.73 1，464.60 1，060.06 31，950.07 4，744.71 6，665.69 
H 1，898.52 1，729.48 3，114.18 1，718.59 1，411. 48 16，988.20 10，356.19 
血 406.98 255.39 356.35 1，129.56 921. 70 365.64 4，013.92 
目r 12.96 38.21 78.94 280.34 364.91 98.21 314.75 

V 1. 58 2.81 58.89 45.11 194.27 24.14 72.89 
羽 0.00 0.00 5.58 12.58 37.90 0.64 6.93 

L官 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
百三玉 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

合計 7，423.36 9，380.57 6，402.41 9，078.46 35，359.01 22，545.10 22，128.17 

表2 1977~ 1983年に常磐~房総海域で漁獲されたマイワシの年君Ij年齢組成 (単位・ 9o)

年齢 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 

。 15.07 2.55 20.68 53.23 1. 35 1. 44 3.15 

I 53.68 75.86 22.88 11. 68 90.36 21. 05 30.12 

E 25.58 18.44 48.64 18.93 3.99 75.35 46.80 
皿 5.48 2. 72 5.57 12.44 2.61 1. 62 18.14 

W 0.17 0.41 1. 23 3.09 1. 03 0.44 1.42 

V 0.02 0.03 0.92 0.50 0.55 0.11 0.33 
羽 0.00 0.00 0.09 0.14 0.11 0.00 0.03 

¥n 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
1百三五 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

合計 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 



マイワシの年齢別漁獲尾数

と， 1978年級と1981年級において負の値を示した(図

8)。つまり卓越年級の次年級に対し，とくにその豊

度が相対的に低い場合に，越冬群指数の方が高い評価

を与える傾向カずあった。

17 

年級別の生残過程

常磐~房総海域では 5歳以 1-.の高齢魚はほとんど

漁獲されず， 1977-1983年の総漁獲尾数に占める割合

はO.，1%に過ぎない。そこで5歳以上を 1つの年令と
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道東海域に来遊したマイワシの年令組成との比較

先に述べたように1977-1983年に常磐~房総海域に

来遊したマイワシの年間の年齢組成は2歳以下の若齢

魚が主体であった。しかし季節的には，春・夏季の盛

漁期が形成される 5-9月に3歳以上の割合が高くな

る傾向があった。そこで道東海域ではマイワシ対象の

まき鏑操業期間が毎年7-10月であったことを考慮し，

常磐~房総海域の5-9月のマイワシ年齢組成を求め，

道東海域と比較した(図10)。道東海域ではO歳魚は

ほとんど現れず，どの年も 3歳以上の割合が常磐~房

総海域を上回っていた。常磐~房総海域の年齢組成は，

3歳以上の割合が最も高くなる春・夏季においても，

道東海域に比べるとより若い年齢に偏った。

年級

図7に示した関係における各年級の1次回帰残差
(上図)と，各年級の発生年12月から翌年4月まで
の累積漁獲尾数の変動(下関)

1980年の各年級で高く， 1975年級， 1978年級で低かっ

常磐~房総海域に来遊したマイワシの年齢別漁獲
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と全減少係数
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残

して， 1974-1981年の各年絞ごとに漁獲尾数の年変化

(図9)を検討した。年齢別漁獲尾数の情報が足りな

い1974年級と1981年級を除くと，各年級とも 1歳また

は2歳で漁獲尾数が最大となった。これは常磐~房総

海域では 2歳までに大半のマイワシが来遊し，加入

することを示す。和田凶は本研究と同年代の道東海域

常磐~房総海域に来遊したマイワシの1976-1982
年級の未成魚越冬群資源量指数と漁獲尾数のそれ
ぞれによる資源豊度の評価結果漁獲尾数は発生
年12月から翌年4月までの月別漁獲尾数の累積を
用いた目順位は資源豊度が高く評価された年級か
ら n~に配列した

常磐~房総海践に来遊したマイワシの1976-1982
年級における未成魚越冬群資源量指数仁発生年
12月から翌年4月までの累積漁獲尾数との関係

に来遊したマイワシについて，年級の全てが来遊する

ようになるのは2歳または3歳の段階であることを示

した。したがって常磐~房総海域では，道東海域より

も1歳若い段階で完全加入するといえる。

つぎに年齢別漁獲尾数の対数値が直線的に減少し始

める年齢を完全力11入年齢とし，各年級の%全力H入年齢

以降の年齢別漁獲尾数をLeaの式21に当てはめ生残率

を計算した。生残$は年級によって異なり， 0.17-0. 

43の範闘で変動した(表4)。相対的には1976，1977， 
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図10 1977~ 1983年において 5~9 月の常鍔~房総海域に来遊したマイワシと， 6 ~10月の
道東海域に来遊したマイワシの年齢組成の比較
道東海域の年齢組成は和田川の示した年齢別来遊資源尾数から計算した

考 察

卓越年級の発生と水揚量の経年変動

1981年の水揚量の急増は，卓越年級である1980年級

の加入によることは，年齢別漁獲尾数から明らかであ

る。 1980年級は生まれた年の12月から翌年4月までの

漁獲尾数が，他の卓越年級(1977年級， 1982年級)の

4倍の水準を示した(関 8)。また1981年以降，常磐

~房総海域に来遊したマイワシの年齢組成と体長組!&;

が1980年以前に比べ一変して単純化したことも， 1980 

￥ FAO発行“Yearbookof fishery statisti白"による。

年級の資源豊度が際だって高かったことを示している。

105~ 10'トンの水準にある年間水揚量が急増した時

に，卓越年級の加入があった事例は，太平洋の東側に

分布するマイワシ属にもみられる。 Serral3)は南アメ

リカ西岸に分布するチリマイワシ Sardillopssagax ~こ

ついて1971~ 1984年級の加入時の資源豊度を示した。

これによれば1974年以降，それ以前の2，0~2， 5倍の豊

度を持つ卓越年級が5年続いて発生した。その最初の

1974年級が加入した1977年に，南米におけるチリマイ

ワシの総漁獲量は前年の50万トンから149万トンに急
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増した九北アメリカ西岸のカリフォルニアマイワシ

Sardinops caeru/叩 sでも1934年に水揚量が前年比1.7倍

の64万トンに急増した際，卓越した1932年級の加入が

あった叫。このように卓越年級の加入は，水揚量の急

増に大きく関わっている。マイワシ太平洋系群の1970

年代後半から1980年代前半の資源量の増加において，

1980年級は大きな役割jをはたしたといえる。

しかし1980年級が発生する前提条件として1970年代

の各卓越年紋の発生も重要である。 1970年代は1972年

級が1974年級を， 1974年級が1977年殺をという具合に

卓越年級が卓越年級を生み出したことが指摘されてい

るお)。この間，道東海域での年間水揚量と 3歳以上の

割合が次第に増加したこと凶から，産卵(親魚の)資

源量の蓄積4)が起きていたことがわかる。この産卵資

源量の蓄積なしには1980年級の極めて高い資源豊度は

実現しなかったであろう。

年令組成と水揚量の季節変化の関係

結果で述べたように 3県主要港へのマイワシ水揚

最の季節変化では，冬と夏の盛漁期の出現パターンが

1981年を境に大きく変化した。各年のパターンと年齢

組成を対比すると， 1980年以前では 1歳魚が主体を占

めた1977，1978年に冬の盛漁期が認められ，とくに 1

歳魚が卓越年級であった1978年は明瞭な盛漁期となっ

た。 2歳魚主体の1979，1980年は夏 (5-7月)の盛

漁期が明瞭であったが，冬の盛漁期は1979年では夏よ

り低調となり， 1980年では認められなかった。これは

年齢組成が冬~春は1歳に偏り，春一夏は2歳以上の

割合が増える(図6)ためと考えられる。しかし1981

年以降は盛漁期の出現パターンに1980年以前のような

年齢組成との対応がみられなくなり，毎年変わる年齢

組成に対して水揚げ量の季節変化はほぼ同じパターン

を示した。 1982年は2歳魚主体であったにも関わらず，

冬(前年12月-2月)に明瞭な盛漁期が現れ， 1983年

も水揚げ量がもっとも多かった 1，2月の主体は2歳

魚であった。これは1980年級， 1981年級に成長の鈍り，

発育の遅れが起こりい6) 2歳の冬になっても成魚に

ならず未成魚越冬群として来遊したためである。越冬

群指数が1981年級の資源豊度を過大に評価したのもこ

の発育の遅れが原因で， 1980年級の2歳魚を含んだ、資

源量指数を計算したためと考えられる。

常磐~房総海域への来遊特性

1976-1983年にみられた常繋~房総海域へのマイワ

シの来遊の特徴は 2歳以下の若齢魚が主体であり，

冬~夏に水揚げが集中することが挙げられる。平本川

によれば，常磐~房総海域に冬~春に来Jをする米成魚

越冬群は未成魚期ではもっとも高い魚群密度を持ち，

2-3ヶ月にわたり同海域に滞留する。また，ほほ同

時期に成魚産卵準備群および産~ß群が来遊するが，集

合密度は回遊群中もっとも低い17)。このため冬~春に

若齢魚主体の厳漁期が形成されやすく，年間総漁獲尾

数においても 1，2歳魚の割合が高くなると考えられ

る。春~夏は成魚索餌北上群が来遊し，魚群密度は産

卵準備問・産卵群より高くなるため，このl時期に3歳

以上の高齢魚の割合が高くなり，年によっては再び盛

漁期が形成される。このように常磐~房総海域へのマ

イワシの来遊特↑生は，太平洋系群の回遊群~Jjの集合特

性を反映したものであることは明らかである。

また道東海域に比べ3歳以 1".の高齢魚の割合が低い

ことは，高齢魚が沖合を回遊し，常磐~房総海域でま

き網漁場が形成される水深200m以浅の大陸棚上にす

べてが来遊しないためと考えられる。平本18)はすでに

1976-1980年の雨海域の体長組成の比較から， 3歳以

上の高齢、魚は産卵場へ回帰する過程で沖合域を南 F移

動することを推察した。本研究の結果は黒潮域から混

合水域への索餌北上回遊においても， 3歳以上の高齢

魚は沖合域を移動する傾向が強いことを示している。

2歳以下の若齢魚、主体という常磐~房総海域の特徴は

1972年から認められ3) 少なくとも1980年代初めまで

その傾向は変わらなかった。一方，道東海域では1976，

1977年は2歳以下が大半であったが，その後次第に3

歳以上の割合が増加した回。つまり常磐~房総海域と

道東海域におけるマイワシ年齢、組成の相違は，資源量

増加に伴って太平洋系群全体の中で3歳以上の資源量

が蓄積された後に生じたと考えられる。したがって，

加入後のマイワシの房総海域以北における主分布域は，

資源量の増加にfi'い1970年代半ばにまず沿岸域におい

て若齢魚主体に道東海域まで北方向に広がり，同年代

の終わりには高齢魚の割合が沿岸域より相対的に高い

沖合域でも北方に広がったと推察される。沿岸域に比

べ沖合域の方が高齢魚の割合が相対的に高くなる理由

は不明である。仮に若齢魚の分布が沿岸域に偏ってい

るとすれば，遊泳力や水i鼠適応力という生理的障壁の

他に，加入から産卵までの若齢期のマイワシにとって

常磐~房総海域の大陸棚上が必要性の高い生活空間で

あることも考えられる。

年齢別漁獲尾数算出上の問題点と今後の課題

本研究における年齢別漁獲尾数は宮城県への水揚量

は含んでいない。石巻港をはじめとする同県主要港で

は常磐海域と三陸海域で漁獲されたマイワシが水揚げ

され，現状では海域別の仕分けができないためである。

したがって本研究の常磐~房総海域における漁獲尾数

は，実際より過小評価となった。また常磐~房総海域
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に来遊するマイワシは春~夏に著しく成長する。この

ためAge-Lengthkeyは月単位に作成したが，基礎資料

である年齢査定データが不足した場合もあり，体長階

級別年齢組成の精度に若干の問題が残った。しかしと

れらの理由により，資源量の増加における卓越年級の

重要性や常磐~房総海域への来遊特悦を根本的に見直

す必要があるとは考えられない。

道東海域と常磐~房総海域との聞で，マイワシの来

遊特性に違いがあることは，現行のTACIlilJ度下での海
域区分のない年間総漁獲量の制限では，資源の有効利

用は難しいことを示している。海域別に来遊特性に合

わせた漁業管理方策が必要である。他方，常磐~房総

のような特定海域のみの漁獲尾数データからでは，太

平洋系群全体の資源特性値を把握できない。本研究で

求めた生残率の平均値が，和田ロ)が道東海域のマイワ

シで求めた値(平均0.421)より全体に低いのは，房

総~常磐海域の方が高齢、魚の割合が少ないためと考え

られる。今後は1980年代後半の資源量極大期と1990年

代の減少期についても年齢別漁獲尾数を求め，資源量

増加期との比較をおこない，海域の特徴をさらに明確

にする必要がある。また，その過程で蓄積した年齢別

漁獲尾数データを道東や三陸海域のデータと統合する

ことで，マイワシ太平洋系群全体の資源量および資源

特性値を推定することが可能となろう。

摘要

1 )福島，茨城，千葉の3県主要港におけるマイワシ

の月別水揚量と漁獲物調査による魚体測定データ

および年齢査定データから 1976年10月 ~1983年12

月の月別年齢別漁獲尾数を計算した。

2) 3 県主要港の年間水揚量は1976~1980年には40万

トンの水準であったが1981年に103万トンまで急

増し， 1982~1983年も 80万トンの水準が続いた。

季節的な感漁期は冬~春または春~夏に現れた。

3) 1976~ 1983年に常磐~房総海域へ来遊したマイワ

シの体長組成は1980年以前では多峰型のヒストグ

ラムを示したが， 1981年以降は単降型となった。

また同年以降，夏~秋の小羽・小中羽イワシ (0

歳魚)の加入がなくなり 1歳以上の魚の春~夏

の成長が鈍くなった。

<1 )年間総漁獲尾数は1977~1980年では74~94億尾で

あったが， 1981年に350億尾に急増した。続く1982，

1983両年もそれぞれ220億尾が漁獲され， 1980~ 

1981年を境に年間総漁獲尾数の水準が高くなった。

5) 1981年の水揚量の急激な増加は1980年級の加入に

よるものであった。 1980年級の資源豊度の高さは，

水揚量の季節変化や年齢組成，体長組成にも大き

な変化をもたらした。

6) 1977~ 1982年に常磐~房総海域へ来遊したマイワ

シは2歳以下の若齢魚の割合が高く，来遊量は冬

から夏の聞に集中して多かった。これらの特徴は

各回遊群の同海域の利用のしかたを反映するもの

であった。

7 )同年代に道東海域に来遊したマイワシとの年齢組

成の相違から，常磐~房総海域が未成魚にとって

重要な生:百空間であることが示唆された。
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